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郵送とＷＥＢを合わせると４５％と住民アンケートの回収率としては高い 

１　調査の目的 

本調査は、「広川町立地適正化計画」の策定に向け、日常生活、都市機能の利用実態、防災意識な

ど、本町に必要な機能・施設などについての町民の意向を把握し、計画策定の基礎資料として活用す

るものである。 
 

２　調査の方法 

（１）調査の対象 
広川町に住所登録のある１８歳以上の町民から無作為抽出された男女２,０００人を対象とする。 

 
（２）標本数及び有効回答数（率） 

① 標本数 

ž 郵送 ６５８件 

ž ＷＥＢ ２４３件 

合計 901 件 

② 回収率  

ž 郵送 32.9％ 

ž ＷＥＢ 12.1％ 

合計 45％ 

 

（３）配布・回収方法と調査時期 
郵送にて配布・回収するとともに、ＷＥＢアンケートによる調査も実施した。 

① 発送開始：令和８年１月２３日 

② 回答締切：令和８年２月８日　※最終締切：２月２８日 
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就職や結婚・子育てを期に広川町に移り住んだ、２０～４０歳代の現役世代 

１　あなた自身のことについて 

（４）住んでいる期間（問５） 

 
＜在住期間別＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜年代別・在住期間別＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が本町に住んでいる期間は、3０年以上の在住者が５割を超えており最多を占めてい

る。また、１０年以上在住している回答者が８割を超えている。 

Ÿ 回答者を年代別に見ると、２０歳代と３０歳代の５年未満の割合が高い。また、４０歳代において

は、１０年以上２０年未満の割合が高い。これは、就職や結婚・子育てにおいて、本町に転居して

きたということが要因のひとつであることがうかがえる。

１年未満

2.1%

１年以上

５年未満

7.0% ５年以上

１０年未満

8.5%

１０年以上

２０年未満

15.8%

２０年以上

３０年未満

16.4%

３０年以上

50.1%

1.1%

1.7%

1.9%

8.0%

3.8%

1.5%

3.8%

2.3%

8.0%

25.0%

15.1%

3.4%

2.7%

11.6%

16.0%

13.4%

5.7%

6.9%

7.6%

13.4%

35.2%

10.7%

28.3%

100.0%

5.4%

13.0%

30.2%

10.5%

15.2%

47.2%

82.8%

71.9%

40.7%

28.4%

27.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上

ｎ=896（回答者数）

（ｎ:回答者数） 

ｎ=7

ｎ=53

ｎ=204 

ｎ=112

ｎ=162

ｎ=172

ｎ=185
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広川町の立地適正化計画において、「公共交通」のあり方検討が重要テーマ 

２　日常生活について 

（１）住んでいる地域の利便性（問７） 

 
＜利便性＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が居住する地域の利便性について、「通勤・通学」、「医療、福祉、子育て施設へのアクセ

ス」、「食料品、日用品などの買い物」の評価についてはそれぞれ「便利」、「非常に便利」が全体

の４割を超えているが、「公共交通機関」については「不便」、「非常に不便」を合わせて６割を超

えている。 
Ÿ 地域別でも同様の傾向にあるが、町の中心部である中広川地域の利便性に対する評価は高

い。「食料品、日用品などの買い物」に関する利便性に関しては、上広川地域と下広川地域で

評価が分かれた。

0.6%

3.5%

4.1%

4.8%

3.5%

14.5%

24.1%

22.4%

12.3%

27.9%

40.6%

36.4%

38.6%

34.9%

19.4%

21.8%

45.0%

19.2%

11.8%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関の使いやすさ

食料品、日用品などの

買い物のしやすさ

医療、福祉、子育て施設への

アクセスのしやすさ

通勤・通学のしやすさ

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

5.4%

11.2%

11.0%

15.1%

20.4%

44.8%

45.0%

39.6%

24.8%

21.9%

33.2%

26.2%

31.5%

16.6%

8.4%

14.4%

18.0%

5.5%

2.4%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関の使いやすさ

食料品、日用品などの

買い物のしやすさ

医療、福祉、子育て施設への

アクセスのしやすさ

通勤・通学のしやすさ

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

1.6%

3.1%

2.1%

6.1%

6.9%

34.6%

28.9%

19.6%

19.0%

26.7%

48.1%

43.6%

39.7%

27.7%

17.6%

24.0%

32.8%

7.9%

3.2%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関の使いやすさ

食料品、日用品などの

買い物のしやすさ

医療、福祉、子育て施設への

アクセスのしやすさ

通勤・通学のしやすさ

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

【上
広
川
地
域
】

【中
広
川
地
域
】

【下
広
川
地
域
】

【広

　川

　町
】

3.6%

7.9%

7.7%

11.1%

14.1%

36.6%

37.3%

31.8%

21.0%

24.1%

37.9%

32.0%

34.7%

22.6%

12.6%

18.0%

26.6%

8.7%

4.4%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関の使いやすさ

食料品、日用品などの

買い物のしやすさ

医療、福祉、子育て施設への

アクセスのしやすさ

通勤・通学のしやすさ

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

（ｎ:回答者数） 

ｎ=829

ｎ=857

ｎ=870

ｎ=861

ｎ=165

ｎ=170

ｎ=172

ｎ=171

ｎ=485

ｎ=500

ｎ=507

ｎ=501

ｎ=179

ｎ=187

ｎ=191

ｎ=189
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生活に必要となる食料品や日用品の買い物は、地域で事情が大きく異なる 

【食料品、日用品などの買い物のしやすさ】 

 
 ＜食料品、日用品などの買い物の利便性＞ ＜地域別＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜年代別＞ 

 

 Ÿ 回答者が居住する地域の食料品等の買い物に対する利便性については、「便利」が最多で「非

常に便利」と合わせると４割半ばになる。 
Ÿ それに反して「不便」「非常に不便」を合わせると３割を超えており、「どちらでもない」を大きく

上回った。 
Ÿ 地域別に見ると、中広川地域の利便性に対する評価が高いが、下広川地域においても「便利」

と回答された割合も高い。一方で上広川地域においては、「非常に不便」「不便」と合わせると５

割を超え、買い物に対する利便性に課題を感じる回答結果となった。 
Ÿ 年代別では若年層ほど利便性を感じているが、地域別で意見の違いが顕著であるため、地域

による利便性の格差がうかがえる。

6.3%

2.9%

8.7%

11.1%

10.7%

11.5%

14.3%

31.7%

32.6%

35.5%

38.3%

46.4%

40.4%

57.1%

26.5%

28.0%

23.8%

22.8%

17.9%

23.1%

14.3%

28.0%

26.3%

22.1%

18.5%

17.9%

17.3%

14.3%

7.4%

10.3%

9.9%

9.3%

7.1%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

非常に

便利

7.9%

便利

36.6%

どちらでも

ない

24.1%

不便

22.6%

非常に

不便

8.7%

3.1%

11.2%

3.5%

34.6%

44.8%

14.5%

26.7%

21.9%

27.9%

27.7%

16.6%

34.9%

7.9%

5.5%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下広川

地域

中広川

地域

上広川

地域

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

ｎ=870（回答者数）

（ｎ:回答者数） 

ｎ=172 

ｎ=191

ｎ=507

（ｎ:回答者数） 

ｎ=7

ｎ=52

ｎ=189 

ｎ=162

ｎ=172

ｎ=175

ｎ=112
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年齢階層でみても、町の公共交通は大きな課題（特に上広川、下広川地域） 

【公共交通機関の使いやすさ】 

 
 ＜公共交通機関の利便性＞ ＜地域別＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜年代別＞ 

 
 

 

 Ÿ 回答者が居住する地域の公共交通機関の利便性については、「不便」「非常に不便」と感じて

いる人が全体で６割強という結果となった。「非常に便利」「便利」を合わせた割合は２割に満た

ず、公共交通機関に対する満足度が低いことがうかがえる。 
Ÿ 地域別においても中広川地域の利便性に対する評価は他の地域より高いが、それでも３割を

下回る回答となっている。 
Ÿ 年代別に見ても、「非常に不便」「不便」を合わせて５割を超えており、日常生活における外出時

の利便性の満足度に対し、公共交通機関への満足度が小さく、呼応していないと感じられる。

非常に便利

3.6%

便利

14.1%

どちらでも

ない

21.0%

不便

34.7%

非常に不便

26.6%

1.6%

5.4%

0.6%

6.9%

20.4%

3.5%

19.0%

24.8%

12.3%

39.7%

31.5%

38.6%

32.8%

18.0%

45.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下広川

地域

中広川

地域

上広川

地域

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

3.9%

2.9%

4.1%

3.7%

4.5%

1.9%

15.5%

15.5%

11.6%

15.4%

12.5%

7.7%

28.6%

22.1%

21.8%

26.7%

15.4%

17.9%

21.2%

14.3%

39.8%

35.1%

25.0%

30.9%

42.0%

42.3%

57.1%

18.8%

24.7%

32.6%

34.6%

23.2%

26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

非常に便利 便利 どちらでもない 不便 非常に不便

ｎ=861（回答者数）

（ｎ:回答者数） 

ｎ=171 

ｎ=189

ｎ=501

（ｎ:回答者数） 

ｎ=7

ｎ=52

ｎ=181 

ｎ=112

ｎ=162

ｎ=172

ｎ=174
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通勤・通学先とのつながりに、３地域別の特徴が見られる 

（２）通勤・通学先の地域（問８－１） 

 
＜通勤・通学先＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別通勤・通学先＞ 

 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者の６割半ばの回答結果より集計した。３割弱の回答者が「中広川地域」に通勤・通学して

おり最も多い。次いで「久留米市」、「八女市」の隣接市となっている。「筑後市」と合わせると５

割近くの回答者が他市へ通勤・通学している。 
Ÿ 地域別に見ると、中広川地域の居住者は地元地域への通勤・通学の割合が高く、上広川地域

の居住者は「八女市」への通勤・通学の割合が高い。また、下広川地域の居住者は「久留米市」

の割合が高くなっていることから、通勤・通学においては地域ごとで特色が感じられる結果とな

った。

0.8%

0.8%

18.7%

16.5%

36.5%

19.6%

18.1%

1.9%

1.9%

20.5%

24.5%

13.1%

19.7%

19.1%

28.0%

10.2%

7.4%

4.7%

14.2%

9.8%

14.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下広川

地域

中広川

地域

上広川

地域

上広川地域 中広川地域 下広川地域 久留米市 八女市 筑後市 その他

上広川地域

4.0%

中広川地域

29.3%

下広川地域

5.3%久留米市

21.6%

八女市

20.8%

筑後市

7.5%

その他

11.5%

通勤・通学している

66.3%

通勤・通学しない

21.6%

未回答

12.0%

ｎ=906（回答者数）

（ｎ:回答者数） 

ｎ=107

ｎ=367

ｎ=127

ｎ=601（回答者数）
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上広川・中広川は八女市、下広川は筑後市をはじめ様々な地域で買い物 

（６）食料品や日用品などを買い物する地域（問１０‐１） 

 
＜食料品、日用品等の買い物地域＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の買い物の利用地域＞ 

 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が買い物に利用する地域は、「中広川地域」が４割を超え、次いで「八女市」の３割超え

と、この２地域の割合が大きい。通勤・通学先は「中広川地域」の次に「久留米市」の割合が高か

ったが、病院等の利用や買い物など、職場や学校以外の日常生活においては「八女市」との結

びつきが深いと言える。 
Ÿ 全体的に見ても、「中広川地域」での買い物が多い傾向だが、上広川地域では「八女市」が最も

多く利用する地域となった。中広川地域においても地元に次いで多く利用する地域として「八

女市」、下広川地域では「筑後市」の割合が高い。また、下広川地域においては「久留米市」及

び「八女市」とも接しているため、地元での買い物と同じ割合で隣接市にも赴いていることがう

かがえる。

上広川地域

0.7%

中広川地域

43.7%

下広川地域

4.6%

久留米市

10.9%

八女市

32.5%

筑後市

6.6%

その他

1.1%

0.4%

2.3%

26.5%

50.6%

40.6%

15.0%

1.3%

2.3%

14.0%

9.4%

8.0%

21.0%

36.0%

41.1%

22.0%

2.2%

2.9%

1.5%

0.2%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下広川

地域

中広川

地域

上広川

地域

上広川地域 中広川地域 下広川地域 久留米市 八女市 筑後市 その他

ｎ=918（回答者数）

（ｎ:回答者数） 

ｎ=175

ｎ=545

ｎ=200
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地域別イメージ：上広川（自然）、中広川（工業・物流）、下広川（農林業） 

３　広川町の都市機能・交通について 

（１）現在の広川町に対する良いイメージ（問１１－１） 

 
＜広川町の良いイメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の良いイメージ＞ 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者の本町に対する良いイメージは、「農林業が盛んなまち」が３９５人、「山・川など自然が

美しく豊かなまち」が３８４人、「工業・物流業等が盛んなまち」が３６４人と、この３項目が他の項

目より多くなっており、本町の自然と地場産業に対する想いが回答数に表れていると言える。 
Ÿ 地域別で見ると、上広川地域は「山・川など自然が美しく豊かなまち」、中広川地域は「工業・物

流業等が盛んなまち」、下広川地域は「農林業が盛んなまち」が多く、各地域の特色がわかる回

答が得られた。

49

8

28

32

45

48

71

76

87

96

134

169

364

384

395

0 100 200 300 400

その他

多くの人が訪れる観光や交流のまち

美しい街並み・景観のあるまち

商業・サービス業が盛んなまち

働く場が充実したまち

防災性に優れた安全に暮らせるまち

歴史・文化が豊かなまち

高齢者等が住みやすい福祉・医療のまち

地域活動が活発なふれあいのまち

交通の便がよいまち

子育てしやすいゆとりのまち

住宅事情がよく住環境に優れたまち

工業・物流業等が盛んなまち

山・川など自然が美しく豊かなまち

農林業が盛んなまち

8

1

7

8

8

8

21

18

26

14

26

33

85

77

94

30

6

17

20

30

33

39

41

43

77

85

116

227

192

217

11

1

4

4

7

7

10

17

18

5

23

20

51

113

83

0 50 100 150 200 250

その他

多くの人が訪れる観光や交流のまち

美しい街並み・景観のあるまち

商業・サービス業が盛んなまち

働く場が充実したまち

防災性に優れた安全に暮らせるまち

歴史・文化が豊かなまち

高齢者等が住みやすい福祉・医療のまち

地域活動が活発なふれあいのまち

交通の便がよいまち

子育てしやすいゆとりのまち

住宅事情がよく住環境に優れたまち

工業・物流業等が盛んなまち

山・川など自然が美しく豊かなまち

農林業が盛んなまち

上広川地域 中広川地域 下広川地域

ｎ=1986（回答者数）

ｎ=1981（回答者数）

(回答数)

(回答数)
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まち全体では「移動」、「買い物」、「観光」、地域別では「災害」がキーワード 

（２）現在の広川町に対する悪いイメージ（問１１－２） 

 
＜広川町の悪いイメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の悪いイメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者の本町に対する悪いイメージは、「交通が不便なまち」が４７３人と最も多く、次いで「買

い物に不便なまち」が３６６人、「観光・レクリエーションの場が少ないまち」が２９７人と、公共交

通機関の不足とそれに伴う買い物の利便性といった課題が垣間見える。 
Ÿ 地域別で見ると、中広川及び下広川地域は全体と同じ割合であるが、上広川地域においては

「自然災害への不安があるまち」が「観光・レクリエーションの場が少ないまち」よりも回答数が

多い。地域の大半を山林が占めているため、土砂崩れ等の自然災害等を懸念する意識が他の

地域より高いことがうかがえる。

14

6

8

6

12

8

16

14

28

40

34

47

55

74

118

35

14

25

26

22

38

29

54

48

96

137

102

190

192

242

4

7

5

6

7

6

13

8

15

33

38

60

51

98

113

0 50 100 150 200 250

その他

子育てがしにくいまち

特色のある産業がないまち

歴史・文化に乏しいまち

住環境が整っていないまち

地域活動が活発ではないまち

豊かな自然環境が失われつつあるまち

街並み・景観が雑然としたまち

福祉・医療サービスが充実していないまち

働く場が少ないまち

特色がなく個性に乏しいまち

自然災害への不安があるまち

観光・レクリエーションの場が少ないまち

買い物に不便なまち

交通が不便なまち

上広川地域 中広川地域 下広川地域

53

27

38

38

41

54

58

76

91

170

209

209

297

366

473

0 100 200 300 400 500

その他

子育てがしにくいまち

特色のある産業がないまち

歴史・文化に乏しいまち

住環境が整っていないまち

地域活動が活発ではないまち

豊かな自然環境が失われつつあるまち

街並み・景観が雑然としたまち

福祉・医療サービスが充実していないまち

働く場が少ないまち

特色がなく個性に乏しいまち

自然災害への不安があるまち

観光・レクリエーションの場が少ないまち

買い物に不便なまち

交通が不便なまち

ｎ=2,200（回答者数）

ｎ=2,194（回答者数）

(回答数)

(回答数)
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「交通利便性」、「福祉・医療」、「子育て」が町民の望むパワーワード 

（３）将来なって欲しい広川町のイメージ（問１１－３） 

 
＜広川町の将来のイメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の将来のイメージ＞ 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が将来の本町に望むイメージは、「交通の便がよいまち」が４５７人と最も多く、次いで

「高齢者等が住みやすい福祉・医療のまち」が４０２人、「子育てしやすいゆとりのまち」が２８５

人となっている。 
Ÿ 地域別においても上位のイメージは全体の割合と同様の傾向であるため、各地域において、

「交通」の利便性や「福祉・医療」、「子育て」の充実といったイメージが望まれていることがうか

がえる。

25

13

51

55

62

82

103

131

163

167

201

224

285

402

457

0 100 200 300 400 500

その他

歴史・文化が豊かなまち

工業・物流業等が盛んなまち

農林業が盛んなまち

地域活動が活発なふれあいのまち

美しい街並み・景観のあるまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち

山・川など自然が美しく豊かなまち

住宅事情がよく住環境に優れたまち

商業・サービス業が盛んなまち

働く場が充実したまち

防災性に優れた安全に暮らせるまち

子育てしやすいゆとりのまち

高齢者等が住みやすい福祉・医療のまち

交通の便がよいまち

6

4

7

13

13

16

19

26

35

36

47

50

69

89

98

16

5

34

24

35

54

66

72

98

104

114

122

164

228

257

3

4

10

18

14

12

18

31

29

27

40

52

52

83

101

0 50 100 150 200 250 300

その他

歴史・文化が豊かなまち

工業・物流業等が盛んなまち

農林業が盛んなまち

地域活動が活発なふれあいのまち

美しい街並み・景観のあるまち

多くの人が訪れる観光や交流のまち

山・川など自然が美しく豊かなまち

住宅事情がよく住環境に優れたまち

商業・サービス業が盛んなまち

働く場が充実したまち

防災性に優れた安全に暮らせるまち

子育てしやすいゆとりのまち

高齢者等が住みやすい福祉・医療のまち

交通の便がよいまち

上広川地域

中広川地域

下広川地域

ｎ=2,421（回答者数）

ｎ=2,415（回答者数）

(回答数)

(回答数)
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広川町役場周辺や川瀬交差点が、町民がイメージする中心拠点 

（４）広川町の中心部はどこか（問１２） 

 
＜広川町の中心部＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜年代別広川町の中心部＞ 
 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者の本町の中心部と考える場所は、「町役場、町民交流センター周辺」が５割を超えて最も

高く、次いで「川瀬交差点周辺」の３割半ばで、この２つを合わせて９割弱の回答となっているこ

とから、行政の中心であり、かつ主要道路が交差する市街地が本町の中心部だという認識が

大半を占めていることがわかる。

52.1%

34.6%

2.1%

3.3%
5.6%

2.3%

町役場、町民交流センター周辺

川瀬交差点周辺

姫野病院周辺

広川中核工業団地周辺

広川インターチェンジ周辺

その他

67.5%

45.3%

47.1%

56.8%

41.1%

41.5%

57.1%

24.0%

45.3%

36.5%

30.9%

38.4%

35.8%

28.6%

2.0%

2.2%

1.2%

1.9%

3.6%

3.8%

2.0%
1.1%

4.7%

3.7%

5.4%

5.7%

2.5%

3.3%

9.4%

3.7%

9.8%

9.4%

14.3%

2.0%

2.8%

1.2%

3.1%

1.8%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

町役場、町民交流センター周辺 川瀬交差点周辺 姫野病院周辺

広川中核工業団地周辺 広川インターチェンジ周辺 その他

ｎ=888（回答者数）

ｎ=7

ｎ=53

ｎ=200 

ｎ=112

ｎ=162

ｎ=170

ｎ=181

（ｎ:回答者数） 
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都市機能としては「商業機能」を望む声が圧倒的に多い 

（５）広川町の中心部に必要な機能（問１３－１） 

 
＜中心部の機能＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の中心部の機能＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が本町の中心部に求める機能は、スーパーや複合型商業施設等の「商業機能」が６０４

人と圧倒的に多い。次いで病院等の「医療機能」が１９７人、図書館、体育館等の「教育・文化施

設」が１９５人と、ほぼ同数で続いている。 
Ÿ 地域別に見ると、中広川地域では「医療機能」より「教育・文化施設」の割合が高く、下広川地

域においては介護福祉や子育てに関する機能が他の地域より必要という回答が多い。

55

85

106

119

126

195

197

604

0 100 200 300 400 500 600

その他

子育て機能

（子育て総合支援センターなど）

介護福祉機能

（総合福祉センターなど）

行政機能（役場など）

金融機能（銀行、郵便局など）

教育・文化施設

（図書館、文化ホール、体育館など）

医療機能（病院など）

商業機能

（複合型商業施設、スーパー、飲食店など）

12

29

36

24

23

34

51

116

34

44

55

65

82

117

100

364

9

11

15

30

21

43

46

124

0 50 100 150 200 250 300 350

その他

子育て機能

（子育て総合支援センターなど）

介護福祉機能

（総合福祉センターなど）

行政機能（役場など）

金融機能（銀行、郵便局など）

教育・文化施設

（図書館、文化ホール、体育館など）

医療機能（病院など）

商業機能

（複合型商業施設、スーパー、飲食店など）

上広川地域 中広川地域 下広川地域

ｎ=1,487（回答者数）

ｎ=1,483（回答者数） 

(回答数)

(回答数)
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「駅」「施設」へのアクセス性改善という「交通ネットワーク」の課題 

（７）ふれあいタクシーを利用しやすくするための取組（問１４） 

 
＜ふれあいタクシー利用への取組＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別でのふれあいタクシー利用への取組＞ 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ ふれあいタクシーの利用に関する取組については、「予約のしやすさ、案内のわかりやすさ」が

４０４人と最も多く、次いで「町外の施設や駅などへの運行」が３５３人、「手頃な運賃設定」が３２

８人となっている。 
Ÿ 地域別では、上広川地域では町外施設や駅への運行の回答が多く、中広川地域では運賃設

定の回答が町外や駅への運行よりも多い。下広川地域は全体と同様の割合であった。

46

25

211

229

328

353

404

0 100 200 300 400

その他

予約時間に遅れない運行

台数を増やす

夜間や土・日（祝日）の運行

手頃な運賃設定

町外の施設や駅などへの運行

予約のしやすさ・案内のわかりやすさ

13

5

45

53

64

84

87

19

15

119

124

208

196

245

14

5

47

52

56

72

71

0 50 100 150 200 250

その他

予約時間に遅れない運行

台数を増やす

夜間や土・日（祝日）の運行

手頃な運賃設定

町外の施設や駅などへの運行

予約のしやすさ・案内のわかりやすさ

上広川地域

中広川地域

下広川地域

ｎ=1,596（回答者数）

ｎ=1,593（回答者数） 

(回答数)

(回答数)
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自動車への依存を減らすための、「歩道・自転車専用道」の整備という声 

（８）町内の道路を利用しやすくするための取組（問１５） 

 
＜町内道路の利用取組＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の町内道路の利用取組＞ 
 
 
 

 

 Ÿ 道路を利用しやすくするため力を入れるべき取組として、「歩道や自転車専用道の整備」が４１

７人と最も多く、次いで「渋滞を緩和するための対策」が２９５人、「見通しの悪い交差点などの

安全対策」が２５８人となっている。 
Ÿ 地域別に見ると、上広川地域では渋滞緩和対策よりも「舗装の補修などの道路整備」や「街路

灯の増設や明るさの改善」が多く、下広川地域では交差点の安全対策よりも「冠水対策や避難

路の整備」の回答が多い。中広川地域は全体と同様の割合であるが、地域の特性や事情によ

り道路整備の対策について優先度が異なることがわかる。

16

36

50

73

152

175

223

258

295

417

0 100 200 300 400

その他

緑化、電柱の地中化などの景観改善

駐車場や休憩スペースの設置

段差解消などのバリアフリー化

舗装の補修などの道路整備

冠水対策や避難路の整備

街路灯の増設や明るさの改善

見通しの悪い交差点などの安全対策

渋滞を緩和するための対策

歩道や自転車専用道の整備

3

11

6

12

31

47

43

44

81

94

9

22

35

47

65

100

128

157

178

238

4

3

9

14

55

28

52

57

36

84

0 50 100 150 200 250

その他

緑化、電柱の地中化などの景観改善

駐車場や休憩スペースの設置

段差解消などのバリアフリー化

舗装の補修などの道路整備

冠水対策や避難路の整備

街路灯の増設や明るさの改善

見通しの悪い交差点などの安全対策

渋滞を緩和するための対策

歩道や自転車専用道の整備

上広川地域

中広川地域

下広川地域

ｎ=1,695（回答者数）

ｎ=1,692（回答者数） 

(回答数)

(回答数)
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上広川地域住民は他地域よりも災害リスクに晒されている可能性が高い 

４　広川町の防災について 

（１）住んでいる地域の自然災害に対する危険性（問１６） 

 
＜自然災害の危険性＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別自然災害の危険性＞ 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が居住する地域が地震や洪水、土砂災害などの自然災害に対して、「やや危険を感じ

る」が４割半ばで最も多く、次いで「あまり危険を感じない」の４割弱となっている。 
Ÿ 地域別に見ると、山林が地域の大半を占める上広川地域の住民が他の地域に比べて危険性

を強く感じており、「非常に危険を感じる」と「やや危険を感じる」を合わせて７割を超えている。

逆に中広川地域では「あまり危険を感じない」が４割を超えて最も高い回答であった。下広川

地域は全体と同等の割合となっている。

非常に危険

を感じる

12.4%

やや危険を感じる

45.5%

あまり危険

を感じない

37.1%

全く危険を感じない

5.0%

11.9%

8.4%

24.0%

50.3%

42.3%

49.7%

36.3%

42.5%

22.9%

1.6%

6.8%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下広川

地域

中広川

地域

上広川

地域

非常に危険を感じる やや危険を感じる

あまり危険を感じない 全く危険を感じない

ｎ=884（回答者数）

（ｎ:回答者数） 

ｎ=179

ｎ=511

ｎ=193
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災害に対する危険認識の度合いで防災対策に変化がある 

（２）あなたご自身が取組んでいる防災対策（問１７）  

 
＜取組んでいる防災対策＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜危険度別防災対策＞ 
 
 
 
 
 

 

 Ÿ 回答者が取組んでいる防災対策としては、「食料・飲料水（３日分以上）を備蓄している」が３４

３人と最も多く、次いで「非常用持ち出し袋（ラジオ、懐中電灯、救急用品など）を準備している」

が２７５人、「避難場所や避難経路を事前に確認・把握している」が２４１人となっている。 
Ÿ 前項の自然災害に対する危険性の回答別で分析すると、危険を感じている人は、避難場所や

避難経路を確認している割合が高く、危険を感じていない人は、「自宅の家具の転倒防止や、

窓ガラスの飛散防止対策を施している」の割合が高い。

76

142

151

189

241

275

343

0 100 200 300

その他

自宅の家具の転倒防止や､窓ガラスの

飛散防止対策を施している

防災ハザードマップや防災情報アプリを

日常的に確認している

家族間での連絡方法(集合場所､

安否確認方法など)を決めている

避難場所や避難経路を事前に

確認･把握している

非常用持ち出し袋(ラジオ､懐中電灯､

救急用品など)を準備している

食料･飲料水(３日分以上)を備蓄している

22.2%

23.7%

23.7%

27.2%

15.9%

19.4%

19.7%

19.6%

12.7%

12.0%

9.1%

8.0%

14.3%

11.1%

14.6%

13.8%

11.1%

14.6%

19.2%

17.0%

12.7%

11.3%

10.0%

10.7%

11.1%

7.8%

3.7%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全く危険を感じない

あまり危険を感じない

やや危険を感じる

非常に危険を感じる

食料･飲料水を備蓄している 非常用持ち出し袋を準備している

自宅の家具の転倒防止や､窓ガラスの飛散防止対策を施している 家族間での連絡方法を決めている

避難場所や避難経路を事前に確認･把握している 防災ハザードマップや防災情報アプリを日常的に確認している

その他

ｎ=1,417（回答者数）

(回答数)

（ｎ:回答者数） 

ｎ=224 

ｎ=671 

ｎ=459 

ｎ=63 
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避難所の「衛生環境」、「生活環境」の充実が円滑な避難活動につながる 

（４）避難所の利用についての課題や問題（問１９）  

 
＜避難所利用の課題・問題＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別の課題・問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ÿ 避難所を利用するうえで回答者が感じている課題・問題点として、「避難所の衛生環境（トイレ・

入浴施設・感染症対策など）に抵抗・不安を感じる」が４７５人と最も多く、次いで「避難所の生

活環境（プライバシー・防犯・騒音対策など）に抵抗・不安を感じる」の４２５人と、この２つの回答

が非常に多いことから、個人のプライバシーや衛生に関して非常に重要であると感じているこ

とがわかる。 
Ÿ 地域別に見ると、上広川地域は「避難所までの移動手段・避難路の確保」、中広川地域では「高

齢者や障がい者、またはその他の要配慮者への対応」などの回答割合が他の地域よりも高い。

31

70

117

118

143

146

149

425

475

0 100 200 300 400 500

その他

電源や充電場所の確保に不安を感じる

避難所内の温度(暑い/寒い)

や換気に不安を感じる

ペットの受け入れ態勢に不安を感じる

避難所までの移動手段･避難路の確保が困難

（自力での避難が困難な場合を含む）

高齢者や障がい者､またはその他の

要配慮者への対応に不安を感じる

避難場所や避難所の開設状況､

混雑状況などが把握しづらい

避難所の生活環境(プライバシー･防犯･

騒音対策など)に抵抗･不安を感じる

避難所の衛生環境(トイレ･入浴施設･

感染症対策など)に抵抗･不安を感じる

2

12

29

27

31

28

40

91

107

20

43

62

68

70

88

86

257

278

9

15

26

22

41

30

23

76

89

0 100 200 300

その他

電源や充電場所の確保に不安を感じる

避難所内の温度(暑い/寒い)

や換気に不安を感じる

ペットの受け入れ態勢に不安を感じる

避難所までの移動手段･避難路の確保が困難

（自力での避難が困難な場合を含む）

高齢者や障がい者､またはその他の

要配慮者への対応に不安を感じる

避難場所や避難所の開設状況､

混雑状況などが把握しづらい

避難所の生活環境(プライバシー･防犯･

騒音対策など)に抵抗･不安を感じる

避難所の衛生環境(トイレ･入浴施設･

感染症対策など)に抵抗･不安を感じる

上広川地域

中広川地域

下広川地域

ｎ=1,674（回答者数）

ｎ=1,670（回答者数） 

(回答数)

(回答数)
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自然災害は共通の防災対策だが、地域別では対策への意識が異なる 

（５）広川町の防災対策に関する取組（問２０） 

 
＜防災対策＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜地域別防災対策＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ÿ 回答者が広川町の防災対策に期待する取組は、「河川の氾濫や浸水被害、土砂災害などによ

る自然災害に対する対策」が５４３人と最も多く、次いで「食料や飲料水、簡易トイレ等の災害備

蓄の拡充」の２４１人、「狭い道路の拡幅などの整備」の２３７人となっている。 
Ÿ 地域別に見ても自然災害に対する対策が最も多く、中広川地域は町全体と同様の割合だが、

上広川地域においては「老朽化した空き家への対策」が自然災害対策の次に高く、下広川地域

においては狭い道路の拡幅が自然災害の次に高い。 
Ÿ 近年の豪雨災害により、自然災害への備えは町全体の重要な対策であるが、空き家問題や避

難場所へのルートの確保等など、地域ごとで優先度を検討する必要があることが推測される。

2

7

6

15

21

36

34

58

55

129

12

22

29

54

64

96

120

136

153

285

5

3

15

14

13

26

52

41

33

127

0 50 100 150 200 250 300

その他

防災ハザードマップの周知や

防災訓練などの啓発活動

避難ルートの整備

住宅や公共施設（学校・公民館）

などの建物の耐震対策

防災無線やSNS、メール、アプリ

などの防災関連情報の発信

防災施設や避難所の機能拡充

老朽化した空き家への対策

狭い道路の拡幅などの整備

食料や飲料水、簡易トイレ等の

災害備蓄の拡充

河川の氾濫や浸水被害、土砂災害

などによる自然災害に対する対策

上広川地域 中広川地域 下広川地域

19

32

50

83

98

158

206

237

241

543

0 100 200 300 400 500

その他

防災ハザードマップの周知や

防災訓練などの啓発活動

避難ルートの整備

住宅や公共施設（学校・公民館）

などの建物の耐震対策

防災無線やSNS、メール、アプリ

などの防災関連情報の発信

防災施設や避難所の機能拡充

老朽化した空き家への対策

狭い道路の拡幅などの整備

食料や飲料水、簡易トイレ等の

災害備蓄の拡充

河川の氾濫や浸水被害、土砂災害

などによる自然災害に対する対策

ｎ=1,667（回答者数）

ｎ=1,663（回答者数） 

(回答数)

(回答数)


